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若年層の投票率・投票の質向上に
向けての施策のご提案
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サマリー
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問題点

 インターネットの利用率が高まる中、選挙時には全
くと言っていいほど利用されていないということ

 有権者の行動はＡＩＳＡＳ型に変わっているという
こと

解決策

 情報システムへの投資（政党・候補者マッチングシ
ステム）

 既存事業をより有権者の興味関心を刺激出来る施策
へ改善する



若者の投票率の低さには構造的な問題が
ある
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若者の投票率が低いのは、今に始まったことではない

出所：明るい選挙推進協会から引用



内発的動機づけが必要不可欠
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近年の消費者行動は、ＡＩＳＡＳ型である
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選挙における情報の有用性は明らか
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参考になったデータがあった有権者の投票率は、
なかったものと比べて約20％高い



若年層では逆転の現象が起きている
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情報に触れたという20代～35代までの投票率は触
れていない者と比べて約25%低い
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若年層の方が情報に触れている
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情報に触れている割合は20～35代の方が約25％多
い
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情報の質が悪い可能性がある
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情報（じょうほう、英語: information、ラテン語: 
informatioインフォルマーティオー）とは、

１．あるものごとの内容や事情についての知らせのこ
と。

２．文字・数字などの記号やシンボルの媒体によって
伝達され、受け手において、状況に対する知識をもた
らしたり、適切な判断を助けたりするもののこと。

３．生体（生命）が働くために用いられている指令や
信号こと。

若年層は、行動に移ることが出来ない情報に触れ
ている可能性がある



選挙時のインターネット利用率は低い

10

選挙時のインターネット利用率は、若年層でも
通常時と比べて極めて低いと言える
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問題点と現状の整理
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 若者は普段日頃からインターネットを使い情報を
取っているにも関わらず、選挙時のインターネット
利用率は、通常時と比べて圧倒的に低い。

 若者の行動特性がＡＩＳＡＳ型になっている

以下を解決する必要がある



課題としては大きく分けて２点
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 情報をインターネットで検索したときに、一目で分
かるウェブページがない・もしくはあったとしても、
多くの人から認知されていない

⇒選挙といえばココという情報サイトの構築

（Search Action Share)

 注意や関心を高めなければ、いくら良いコンテンツ
を作っても誰も利用せず、望んでいる若年層の投票
率向上という結果も生まれない

⇒常時啓発の強化

(Attention Interest)



選挙時啓発
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候補者マッチングアプリの作成
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ユーザーの考えに最も近い政党を判定するアプリ

京都の選挙

アキネーター

有料ダウンロード数312万件のメガヒッ
トアプリケーション

質問への5段階の回答例を元に、実在ま

たは架空の人物・キャラクターを絞込み
推測しながら特定するプログラムエンジ
ンであり、データベースを応用した人工
知能の一種



システム開発費の問題は解決できる
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仮定

システム開発費 10,000万円

４７都道府県で分割 １県あたり ２１２万円

永続的に使えるシステムのため非常にお買い得である

他地域の選挙管理委員会や明るい選挙推進委員会
で協定を結ぶことで、解決が可能となる



類似サービスのご紹介
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◆投票マッチング（設問）
投票マッチングでは、20の政策に関する質問に答える

だけで、科学的手法に基づき、あなたの考えに最も近
い政党を判定します。

http://nihonseiji.com/votematches

日本政治報道株式会社がリリースしたサービス

日本の政治.com 投票マッチングというサービス



システム導入後の理想像
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 このサービスを利用した有権者が自分の投票すべき
政党を理解し、実際に投票に行く

投票の質・投票率の向上

 このサービスの利用者が、自分が知らなったことを

知ることが出来たという満足感から他の有権者にこ
のサービスを勧めるサイクルを生む

⇒ 選挙についての話題の共有が進む

投票の質・投票率の向上につなげる



情報共有の有用性
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誰かと選挙の話題についての話し合い・すすめが
あることで、約20％投票率は向上する

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

投票しなかった 投票した

誰かと話をした

誰かと話をしなかった

危険率 0.000000081%
出所：京都市民の政治意識調査平
成23年6月



常時啓発
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常時啓発における既存事業の見直し
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論文コンクールでは、京都市内在住または市内へ通
勤・通学する中学生以上20歳未満のものを対象にし、

『わたしはこう考える』というテーマで論文を募集し
ている。

中学校や高等学校の夏休みの宿題となりやすく、多く
の中高学生が参加している。

現状分析



常時啓発における既存事業の見直し
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変更点

京都市長候補や衆議院・参議院候補の政策を調査し、
分析し、『この候補者が受かったら社会はこうなる』
という形式のいわばアナリストチックなコンクールに
変更する

狙い

子供たちが、候補者は何を考えているのかということ
が分かるだけでなく、子供が調査した課題を親が見る
ことで、親の世代（30代～40代）の政治への関心を刺
激する狙い

理想を語る前に現実をしっかり認識させる



改革後の理想の形
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 学生たちが調査した結果を見た大人が、それを機に
政治に関心を持ち、政党選びに役立てることが出来
るようになる。

⇒周りの大人の政治関心を煽る

 学生たち自身が、京都を代表とする候補者が何を考
えているのかということを理解できるようになる。

⇒ 今まで通りの若い芽の育成

若い芽を育てつつ、その周りにいる大人の選挙へ
の関心を刺激する
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